
本県の高等学校等における
道徳教育の現状と今後の方向性

令和元年度高等学校道徳教育推進協議会

県立教育センター 「1３９ 専門研修講座」

令 和 元 年 1 0 月 1 7 日

広 島 県 教 育 委 員 会

義 務 教 育 指 導 課

1 2

１ 高等学校における道徳教育とは

２ 本県の高等学校等における道徳教育の

現状

３ 本県の道徳教育の充実に向けて

主な内容

道徳的実践の指導では・・・

順位に関係なく最後まで
諦めずに走ろう

希望と勇気，努力と強い意志

仲間で協力して，競技や
演技を成功させよう

友情，信頼

ルールを守って競技しよ
う

規則の尊重

終わったら，体育祭前より
もグラウンドをきれいにしよ
う 勤労，公共の精神

さあ！今度の体育祭で
は，がんばりましょう！
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１ 高等学校における道徳教育とは

仲間を大切にしよう

友情，信頼

相手の立場を考え，違う
考えも受容して聴き合お
う 相互理解，寛容

自分が差別されたらど
んな気持ちになるか，考
えよう

公正，公平

縁あって同じ学校，学級に
なったのだから，良い学級
にしよう

集団生活の充実

いじめをしてはいけません！
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１ 高等学校における道徳教育とは

いじめ防止の指導では・・・



日々のスケジュール管理，
体調管理をしっかり行おう

節度，節制

中庭の花壇を整備したの
で，大切に扱おう

自然愛護

お世話になった地域の方
にお礼状を書こう

感 謝

これからの人生，困難が待
ち構えていますが，希望を
もって生きていこう

よりよく生きる喜び

生命を大切にしよう
生命の尊さ

卒業しても自
分らしさを大
切にしよう

個性の伸長

道徳教育は全教育活動を通じて行う
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１ 高等学校における道徳教育とは

学校における道徳教育は，人間としての在り方生き
方に関する教育を学校の教育活動全体を通じて行う
ことによりその充実を図るものとし，各教科に属す
る科目（以下「各教科・科目」という。），総合的
な探究の時間及び特別活動（以下「各教科・科目
等」という。）のそれぞれの特質に応じて，適切な
指導を行うこと。

全教育活動を通じて行う道徳教育

6１ 高等学校における道徳教育とは

6

日常生活の様々な場面で意図的，計画的に学習の機会を設け，
生徒が多様な意見に学び合いながら，物事を多面的・多角的
に考え，自らの判断により，適切な行為を選択し，実践する
など，道徳教育の指導内容が生徒の日常生活に生かされるよ
うにすることが大切である。

高等学校学習指導要領（平成30年度告示）解説 総則編

7１ 高等学校における道徳教育とは

7

我が校の実態から，「決まりを守る」
ことを大切にしたい・・・。

全教育活動を通じて行う道徳教育

各学校においては，第１款の２の（2）に示す道徳

教育の目標を踏まえ，道徳教育の全体計画を作成し，
校長の方針の下に，道徳教育の推進を主に担当する
教師（「道徳教育推進教師」という。）を中心に，
全教師が協力して道徳教育を展開すること。

道徳教育の指導体制と全体計画

8１ 高等学校における道徳教育とは

8高等学校学習指導要領（平成30年度告示）解説 総則編

高等学校の道徳教育の全体計画
・人間としての在り方生き方に関する教育の基本的な方針を
示す
・学校の教育活動全体を通して，道徳教育の目標を達成する
ための方策を総合的に示した教育計画



平成30年度高等学校道徳教育推進協議会アンケート結果 9

38.4%

27.5%

33.3%

49.3%

55.6%

39.8%

28.6%

34.5%

25.3%

35.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

自校の道徳教育は充実していると思いますか。

自校では，道徳教育に関する研修を実施していますか。

成 果 ○ 道徳教育に関する取組の推進

２ 本県の高等学校等における道徳教育の現状

指定校は６７．０％

指定校は実施を前提に「研修が充
実」と回答した割合が７１．３％

アンケート項目 Ｈ29 Ｈ30

自校では，各教科・科目等で生徒に道徳性を育
成する視点をもって授業を展開していると思い
ますか。

44.0 53.8

自校では，家庭・地域社会と連携した道徳教育
が進められていると思いますか。

44.0 52.5

平成30年度高等学校道徳教育推進協議会アンケート結果

２ 本県の高等学校等における道徳教育の現状

成 果 ○ 道徳教育に関する取組の推進
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自校の道徳教育は充実していると思いますか。

道徳教育の推進を主に担当する教師（道徳教育推進教師）は校務分掌上機能していると思い

ますか。
自校では，道徳教育に関する研修を実施していますか。

11平成30年度高等学校道徳教育推進協議会アンケート結果

肯定的な回答が３割未満（指定校は８割以上）

課 題

２ 本県の高等学校等における道徳教育の現状

○ 道徳教育推進教師を中心とした協力体制づくり
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アンケート項目 Ｈ29 Ｈ30

自校の道徳教育の全体計画は機能し
ていると思いますか。

37.3 44.4

平成30年度高等学校道徳教育推進協議会アンケート結果

○ 全体計画の活用課 題

２ 本県の高等学校等における道徳教育の現状

肯定的な回答が５割未満
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本県の道徳教育の成果と課題

成果

〇 道徳教育に関する取組の推進

課題

① 道徳教育推進教師を中心とした協力

体制づくり

② 全体計画を機能させるための手立て

２ 本県の高等学校等における道徳教育の現状
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① 道徳教育推進教師を中心とした協力体制づくり

校長は，その指導力を発揮し，学校の道徳教育の基本的な方
針を全教師に明確に示すことが必要である。

校長が道徳教育の方針を明示することにより，全教師が道徳
教育の重要性についての認識を深めるとともに，学校の道徳教
育の重点や推進すべき方向について共通に理解し，具体的な
指導を行うことができる。

校長の方針の明確化

・ 道徳教育の指導計画の作成に関すること
・ 全教育活動における道徳教育の推進，充実に関すること
・ 道徳教育用教材の整備・充実・活用に関すること
・ 道徳教育の情報提供や情報交換に関すること
・ 道徳教育の全体計画の公開など家庭や地域社会との共通理解に関すること
・ 道徳教育の研修の充実に関すること
・ 道徳教育の全体計画の評価に関すること など

道徳教育推進教師の役割の明確化

３ 本県の道徳教育の充実に向けて
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３ 本県の道徳教育の充実に向けて

～広島県立沼南高等学校の取組例～

① 道徳教育推進教師を中心とした協力体制づくり

道徳教育もカリキュ
ラム・マネジメント
も同じだと感じた。

育てる生徒像がはっ
きりしないといけな
いと思った

夏季休業中の校内研修

全教員でカリキュラム・
マネジメントの研修をし
た後，「育てる生徒像」
の実現に向けた，教務，
学年，教科の各主任等に
よる取組の見直し

16

（ｱ） 人格の形成及び国家，社会の形成者として必要な資質の

育成を図る場として学校の特色や実態及び課題に即した道

徳教育が展開できる

（ｲ） 学校における道徳教育の重点目標を明確にして取り組む

ことができる

（ｳ） 「人間としての在り方生き方」を目標に掲げる公民科の

「公共」及び「倫理」並びに特別活動の中核的な指導の場

面としての位置付けや役割が明確になる

（ｴ） 全教師による一貫性のある道徳教育が組織的に展開できる

（ｵ） 家庭や地域社会との共通理解を深め，保護者や地域住民の

協力を可能にする

３ 本県の道徳教育の充実に向けて

高等学校学習指導要領（平成30 年告示）解説 総則編

② 全体計画を機能させるための手立て

全体計画の意義



ア 基本的把握事項
・ 教育関係法規の規定，時代や社会の要請や課題，教育行政

の重点施策
・ 学校や地域の実態と課題，教職員や保護者の願い
・ 生徒の実態や発達の段階等
イ 具体的計画事項
・ 学校の教育目標，道徳教育の重点目標，各学年の重点目標
・ 各教科・科目，総合的な探究の学習の時間及び特別活動

などにおける道徳教育の指導の方針及び内容
・ 特色ある教育活動や豊かな体験活動における指導との関

連
・ ホームルーム，学校の人間関係，環境の整備や生活全般

における指導の方針
・ 家庭，地域社会，関係機関，小学校・中学校・特別支援

学校等との連携の方針
・ 道徳教育の推進体制
・ その他

３ 本県の道徳教育の充実に向けて

高等学校学習指導要領（平成30 年告示）解説 総則編

全体計画の内容
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② 全体計画を機能させるための手立て

（ｱ） 校長の明確な方針の下に道徳教育推進教師を中心として

全教師の協力・指導体制を整える

（ｲ） 道徳教育の特質を理解し，教師の意識の高揚を図る

（ｳ） 各学校の特色を生かして重点的な道徳教育が展開できる

ようにする

（ｴ） 学校の教育活動全体を通じた道徳教育の相互の関連性を

明確にする

（ｵ） 生徒の実態を踏まえ，保護者及び地域の人々の意見を活

用することや，学校間交流，関係諸機関などとの連携を心

掛ける

（ｶ） 計画の実施及び評価・改善のための体制を確立する
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３ 本県の道徳教育の充実に向けて

② 全体計画を機能させるための手立て

高等学校学習指導要領（平成30 年告示）解説 総則編

全体計画作成上の創意工夫と留意点
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３ 本県の道徳教育の充実に向けて

② 全体計画を機能させるための手立て
～広島県立観音高等学校（全日制）の例～

19

３ 本県の道徳教育の充実に向けて

20

～山梨県立日川高等学校の取組例～
② 全体計画を機能させるための手立て

平成28年６月９日中央教育審議会教育課程部会考える道徳への転換に向けたWG 資料４
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３ 本県の道徳教育の充実に向けて

高等学校における人間としての在り方生き方に関する
教育は，学校の教育活動全体を通じて各教科・科目，
総合的な探究の時間及び特別活動のそれぞれの特質に
応じて実施するものである。特に公民科に新たに必履
修科目として設けた「公共」及び新たに選択科目と
なった「倫理」並びに特別活動にはそれぞれの目標に
「人間としての在り方生き方」を掲げており，これら
を中核的な指導の場面として重視し，道徳教育の目標
全体を踏まえた指導を行う必要がある。

高等学校学習指導要領（平成30 年告示）解説 総則編

○ その他

高等学校においては，生徒の発達の段階に対応した指導の工夫が求められ
ることや小・中学校と異なり道徳科が設けられていないことからも，学校
の教育活動全体を通じて行う道徳教育の指導のための配慮が特に必要
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３ 本県の道徳教育の充実に向けて

「Ｄ 生命の尊さ」
自他の存在を大切に思い，人の命を大切にするためには
自分はどういう生き方をすればいいのかを考える。また
５人の人物の生き方から，人のために働くことのすばら
しさを考える。

平成30年度
第２学年 公民科（現代社会）

令和元年度
第３学年 地理歴史科（日本史Ａ）

「Ｃ 郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度」
地域社会の文化を再発見し，文化形式にふれることによっ
て地域社会の成員としての公共性を身に付けさせる。

～広島県立宮島工業高等学校の取組例～
○ その他

道徳教育の視点
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〇 道徳教育推進教師を中心とした協力

体制づくり

〇 全体計画を機能させるための手立て

日常の生活で，生徒同士が多様な意
見に学び合い，物事を多面的・多角
的に考え，自ら判断して，適切な行
為を選択し，実践できるよう，取り
組んでいきましょう！！


